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分類の 思考操作を意識 した理科授業の 開発
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中学校第 2分 野「植物の 仲間」
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1 研究の背景及び目的

　 「分魏 の 思考操作は，事象の条件に 目を向け ，

固有の 腔質や多様性 ・共通点を見出すとい っ た科学

的思考を行 う上 で ， 重要な思考操作の
一

つ である。

本研究で対象とす る 「植物の仲間」 の 単元は，「植物

が体の つ くりの 特徴に基づ い て分類できるこ とを見

い だす」 こ とを目標に掲げて い る。しか し， 教科書

の 展開で は，着目すべ き視点 （分類の 基準）が既に

与えられ て お り，適当な分類の 基準につ い て思考す

るこ となく，分類結果を知識として覚えるだけにな

る可能 卜生があ る。

　そ こで本研究で は，思考 操作能力 の発達 を促すこ

とを目指 して英国で開発 された CASE 　Dの手法を取

り入れ，植物の 気識 習得と分類の 思考操作の発達の

両方を促すこ とができる授業を開発するこ とに した。

  班で 計画を立て る 配布されたカード （10枚）の植物 を分類

【具｛e 準備】 するための基準 こっ い て考え，発表す る。
  「大・中・

小」の 基準 「大 きさ」 とい う基準を取 り上 げ 「大 ・

で分 類する 中・小」 の 3 っ の グル ーズ こ分けるよ う

【認知 梅葛藤 】 指 示す る．

  全体で 結果に っ い て
「ど うして班によっ て結果が異なっ たの

議論する
刎 につ い て考察する。こ こで 鵬 「分類

【祉会的構成】
の あい まい さ」につ いて 認知的葛藤が生

じる。

  全 体で 最 もよい 基準

　 につ い て議論する

　 　 【翻 飾期

「どの ような基 準で分 け扣 弍 クラス 全

体の結果が同 じにな るか」 と問 う。課題

鰍 夬の ために｝よ 客観的な視点が必要 と

な る。
  コ ケの分類につ い て 糶 準は場蘇 状況に応じて，拡張ま

議論 する たは修 正する必要が ある こ とに関 して認

【認知 約葛藤】 知糠 が生 じる。

  活動 の 振 り返 り
「今 日の授業で 理解するの が最も難 しか

【メタ認知】

【知識理解】

っ た活動は何醜 それは どうしてカ  ま

た，その理解を助けたの は どの よ うな考

え方萬 」 と等につ い て考える。

2 授業で用 いた植物カ
ー ド

　本研究で は ，双子 ・単子葉類か らそれぞれ 5 種類

ずつ 選び，上記の ようなカ
ー

ドを作成 した。生徒が，

植物 の 体のつ くりに着目で きるよう， 葉脈や根の形

をはっ き りさせ た。また，花の 色を 2 色に固定 して

目立たせた り，大きさの項 目を入れた りする こ とで ，

分類の思考操作に対する認知的な葛藤を生 じやす

くした （授業 の 展開 活動  ）。

3 授業の展開

  導入

　 　【具体的準備】

［植 物学者を助けるため に，カードの植

物を分類しよ う」 とい う本時の めあてを

理解する。

4 実踐結果

　活動  で ，19 班 （2 クラス合計）の うち 15 班が

「根や葉脈」 とい っ た 「植物の 体の つ くりの特徴」

に基づ い て分類 したこ とと， 評価として行っ たア ン

ケ
ー

トの結果か ら，本教材及び授業展開は，目標で

あっ た植物の知識習得に
一定の効果があるこ とがわ

かっ た。

　また，その基準を選んだ理 由として 「花の色とは

違 っ て，人 に よ っ て判断が異なる こ とがない か ら」

「植物が生きて い く上で変わらない もの だか ら」 と

い っ た発言が共感を得た こ と， また 「大きさとい う

基準で あっ て も，大きい 小 さい などの 抽象的なもの

で はなく，数値などの 具体的なもの で ない とい けな

い」 とい っ た発言か ら，分類の 思考操作の発達を促

すことにも有効である こ とがわか っ た。
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